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高大GP、戦略GP

沖縄大学の教育力 GPに取り組む学生たち

高大GP

移動市民大学in宮古島実施報告

戦略GP

照屋林賢さんと北谷まちづくりと暴走族

沖大地域研「戦略GP」始動

ご案内

12/20 琉球芸能の源流を探る 芸道40周年記念、高嶺久枝の会

vol.3 2009 Dec.

識名園



沖縄もすっかり冬の気配となりました。トックリキワタの並木路では、ピンク色

の花が咲き誇っています。10年ほど前、民間放送の超多忙生活から一時的に「逃亡」

し、自転車で那覇市内を走り回ったことを思い出しました。その頃は沖縄大学で勤

務するなど夢にも思わず、なんとなく沖縄に引き寄せられるような気がしていたの

です。

それから会社を辞め、しばらく無職、そして1999年から沖縄大学へ。3000日が経

ちました。いまではすっかり体質はウチナーンチュと同じ。

16度くらいから寒さを感じるような南国人に変身。

さて今回のフォーラムは宮古島移動市民大学の報告。大学間連携GPのこぼれ話で

す。本当は特別研究員の皆様からのエッセイを中心にしたいのですが、これは改め

て皆様方にお願いしようと思います。

それではお風邪などお召しにならないように、お体ご自愛ください。

2009年12月

沖縄大学地域研究所

所長 緒方 修

まえがき



沖縄大学の取り組みで3件が文部科学省の「大学教育・学生支援推進事業」に

採択されました。 これまで4件を含む7件のプログラムが同時進行する大学は、

全国でもまれです。これらのプログラムに意欲的に取り組んでいる学生を紹介

します。

第1回は、「美ら島づくり南西諸島高大連携プログラム」でシマおこしを研究

する室伏長子さん（人文学部子ども文化学科3年）です。

第2回は、「全国の地域で活躍できるプロフェッショナル（まちづくリスト）

育成プログラム」で地域研究に取り組む幸地順子さん（大学院現代沖縄研究科

地域経営専攻1年）です。

第3回は、障がいを持つ学生への講義支援や学外プロジェクト、サークルなど

様々なフィールドで活躍している瀬底言さん（人文学部国際コミュニケーショ

ン学科2年）です。「全国の地域で活躍できるプロフェッショナル（まちづくリ

スト）育成プログラム」で、さらに広い視野を持って地域づくりに参画できる

人材を目指しています。

2009年11月29日 沖縄タイムス

高大GP・戦略GP



2009年12月11日 沖縄タイムス

高大GP・戦略GP



2009年12月19日 沖縄タイムス

高大GP・戦略GP



2009年度沖縄大学移動市民大学in宮古島 実施報告

「地球に優しい島創り」

環境と医療をテーマに持続的な地域づくりを考える

■日 時：2009年11月21日（土） 14:00～17:00

■場 所：宮古島市中央公民館

「地球に優しい島創り～環境と医療～」

11月21日（土）、宮古島市中央公民館においてシンポジウム・講演開催しま

した。当日は、イベント（中学校の駅伝や大型スーパーの開店）が重なり、天

気も不安定だったので来客数に不安があったが、様々な年齢層から約70名の来

場がありました。昨年の「エコアイランド宮古島宣言」記念シンポジウムに続

く2回目の開催でした。

高校生の研究発表では、各高校ともパワーポイントを使用し展示パネルを置

き、視覚でも分かりやすい発表を心がけていました。特に宮古高校の発表は内

容が深く充実していて、「宮古高校の発表の資料はもらえないのか？」という

問い合わせが会場で数件ありました。各高校の発表時間は約15分と短いものだっ

たのですが、この短い時間内で観客に興味を持たせることができる高校生の発

表は素晴らしいものだと思います。

第二部の西脇先生は日本の三大疾患（ガン、心筋梗塞、脳卒中）、代替医療

のお話をしていただきました。その中で、炭水化物、糖質の過剰摂取も考えさ

せられました。竹井先生の講演でも、観客の方がとても熱心に傍聴していたの

が印象的でした。皆さん、宮古に移住して9年になる竹井先生のことをとても信

頼している様子がて、“先生が話すから見に来たさね”と後で言われる方がた

くさんいらっしゃいました。

今回も、島に住む皆さんのふるさとに対する意識、島外出身者との連携、エ

コアイランドとしてPRをする皆さんの想いなど、様々なものを深く感じる事が

できました。今後は、これをどう形にして発展させていくかだと思っています。

この発展の為に、今回のようなシンポジウムを定期的に開催して、島の方同士

が意識を確認し合う場、次へ繋げる場を提供できれば良いと感じています。

浜川 智久仁〈高大GP担当〉

美ら島南西諸島高大連携プログラム 11月



感想（会場アンケートより）

●大変興味深かったので、時間が足りず残念でした。もっと詳しく聴きたかっ

たです。（40代・女性）

●講演で色々な情報が知れるのが良かったです。一つの講演にもっと時間が取

れていたら、もっと良かったと思います。（40代・男性）

●大変素晴らしい内容でした。時間が足りないのが残念でした。（50代・男性）

●高校生達の取り組みを聴かせていただき良かったです。後でどのような発展

があるのか楽しみです。人材育成にあたる先生方へ期待します。西脇先生の話

は“目からうろこ”という言葉しか当てはまるものがありません。「ノンカー

ボンダイエット」－取り組んでみようと思います。「地球を救うためのヒーロー

達」－今日お話下さった皆さんがそう思えました。今日は聴衆が少なくて残念

でしたが、次回も内容の深い市民講座をお願いします。スタッフの皆様、お疲

れさまでした。（50代・女性）

●高校生の研究・発表は立派でした。聴衆が少ないことを残念に思いました。

（20代・女性）

●初めて参加させて頂きました。高校生の発表では色々勉強になりましたし、

若い人が環境に問題意識をもっていることに感心しました。第２部のノーカー

ボンダイエットには驚きましたし、竹井先生の宮古島の医療に関しても職種は

違いますが、とても参考になりました。（50代・男性）

●炭水化物を減らして、ダイエットは実践したいです。（40代・男性）

●西脇先生のノンカーボンダイエットは面白かったです。“主食を止める”と

いう言葉も“目からうろこ”でした。宮古総合実業高校のローゼルの発表はと

ても興味が湧きました。竹井先生の話は改めて足元を見つめ直すことの大切さ

を教えてもらいました。（40代・女性）

●どう生きどう逝きぬくか。今年はじめ宮古に移住してきました。まだまだ知

らないことがいっぱいありましたが、今日参加して良かったです。自分の足場

をもっと確認して逝きぬきたいです。ありがとうございました。（60代・女性）

●とても勉強になりました。次回もよろしくお願い申し上げます。ノーカーボ

ンダイエット、チャレンジします。（50代・女性）
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照屋林賢さんと北谷まちづくりと暴走族

先週、仕事で照屋林賢さん（りんけんバンド）を訪ねたときのこと。北谷に

あるりんけんバンドファミリーのスタジオ／ライブハウスの周辺で密かに？独

自の地域での取り組みをやっていることを話してくれた。

10年間、近隣を夜ひとりでパトロールしているという。近くの広場で中学生

が酒を飲んでいるのを注意したりしているらしい。暴走族が何人か集まってバ

イクを止めてどこかに行ってしまうのだが、歩道に置いてあるものは徹底的に

撤去したそうだ。そのせいか、最近は少なくなったとか。

彼は以前、暴走族が50人くらい集まってうるさくしているとき、「今日は文

句を言ってやろう」と思い、「おーい」と言いながらたむろしている暴走族の

輪の中に入っていった。ところが誰も振り向いてくれない。めげずにボスっぽ

い感じの子に「バイクを乗り入れるのをやめろ」というと、他の連中が集まっ

てきた。

「ここは歩道だ。バイクがあると人が歩けない。タバコもダメだ」といいケ

ンカになりかけた。すると１人が「りんけんじゃないの？？」「テレビ出てま

すよね？なんでここにいるの？」と不思議そうにしていた。「とりあえず、君

たちがやっていることについて考えてくれ」と諭した。代表っぽい感じの金城

君という子に「ゴミも持って帰れ」と告げた。

それで、どういうわけか「みんなで写真を撮ろう」ということになり、おそ

らく会った人を片っ端から写真を撮りたいカメラ好きのりんけんさんが言い出

したのだろうが、みんなで１枚に収まった。金城君に「なんかあったら電話し

ておいで」といって、電話番号も交換した。その後、彼らはこなくなった。

那覇で飲んでいるとき、ふと思いたって金城君に電話したら、「今、金融の

バイトやってます」という。とにかくメシ食わすから、と呼び出すと、ほとん

どヤクザの風体。ラーメン屋に連れて行って、おごったそうだ。まだ17～18歳

だが、ヤクザの予備軍みたいな感じなので「もうちょっと世の中を見なさい」

というと「はいわかりました」と、喜んで帰ったという。

自分も、沖縄の少年に心底悪い、本当にタチの悪い子、というのはまだ見た

ことがない。

りんけんさんは、近くのビーチクリーンもスタッフとやっている。偽善っぽ

くなるので、街中でやるのは嫌なんだそうだ。

（了）

全国の地域で活躍できるまちづくリスト育成プログラム 12月



沖大地域研「戦略GP」始動

沖縄大学地域研究所戦略Gは、法政大学、札幌学院大学、高知工科大学の３大

学とともに、地域活性化の方法論を確立しながら全国で活躍できる専門家を育

成するプロジェクトを10月1日、スタートさせた。

地域活性化が叫ばれながら、日本では地域でのまちづくりの専門家は育成さ

れてこなかった。地域活性化の標準的方法論も確立されていない。そこで、４

大学が行ってきた地域活性化につながる教育活動を共有し、共同で地域活性の

方法と教育プログラムの開発に取組むことにより、実践的な地域活性化人材の

育成を狙う。

まずは、沖縄大学がこれまでに行ってきた地域づくり活動として

１ 「丸ごと！なんぶ」観光コース開発とガイド養成講座

（2004～2006）

２ ジュニア研究支援（2002～現在）

３ 市民大学講座（土曜講座、移動大学講座）

について検証し、目標達成率と課題を明らかにすることに。

学内の検証を終えた後、学外に目を移し、行政・企業・コンサル・NPO･地域

などによる地域づくり活動事例を見ていく。

NPOや地域が主体となったものは継続的に行われているケースが多いが、行政

系が補助金などで関わったものは期間限定で報告書が出て終わりというケース

が大半で、長短期の成果がわかりにくいため調査が必要になりそう。

平成21年12月3日

沖縄大学地域研究所「戦略GP」スタッフ

同 特別研究員 稲垣 暁
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2009年12月6日 琉球新報

2009年12月8日 沖縄タイムス
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